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教育実習特別講義 ＜高校・国語＞ 

 

教育実習に向かう心構えについて 

 

都立日本橋高等学校 髙橋 直子 
 
 

 はじめまして。髙橋直子と申します。どこ

かで聞いた名前だと思うかもしれないですが、

病院や銀行で呼ばれると、みんな一斉に私の

ほうを見て、次の瞬間がっかりされる（笑）。

でも、今の高校生にこの話をしても少し時代

がずれているものですから、あまり喜んでく

れないんですよね。「漢字が違うよ」という話

をして、年度当初の授業を始めたりしていま

す。 
 現在、東京都立日本橋高等学校で国語科の

教員を務めています。私が教壇に初めて立っ

たのは今から 35 年前です。ですから、年齢

はたぶん皆さんの親御さんより少し上くらい

で、この秋で 57 歳になるので、あと 3 年ち

ょっとで定年退職を日本橋高等学校で無事に

迎えたいなと思っています。 
 日本橋高等学校は、日本橋ではなくて、京

成曳舟駅が最寄り駅です。職員室からスカイ

ツリーが見える位置にあって、墨田区在住の

生徒がいちばん多く、下町のような雰囲気の

学校です。 
 皆さんはこれから教育実習に臨まれるわけ

ですね。受け入れ先はもう決まっているんで

すか。打ち合わせに何回か行っていらっしゃ

るわけですね。教材は決まっていますか。授

業でやる内容はだいたい決まっているんです

かね。まだ決まっていない？ 
 手を挙げてもらっていいですか。中学校に

行く方はどのくらいいますか。多いですね。

高校はいかがでしょうか。半々くらいですか。

ありがとうございます。母校に行く方はいま

すか。あっ、ほとんどなんだ。受け入れても

らって、よかったですね。いま教育現場はめ

ちゃめちゃ忙しくて、実習生にかまっている

暇なんかないというのが正直なところなんで

す。 
 教員を 35 年やっていますが、教育実習に

来た学生さんを実際に指導した経験はあまり

ないんです。そういう意味では、本当にお役

に立てる話ができるかどうか不安ですが、本

校は新採の先生が多い学校で、若い先生の指

導教官みたいな役割を去年やっていたんです

ね。だから、そのあたりの体験をもとに、皆

さんのお役に立てるようなお話ができればと

思っています。 
 

（１）教材研究を充分にしておく 

 
 どんなことが不安ですか。実際に行う授業

の範囲は決まっていますか？ 言われるのを

待っていないほうがいいですよ。 
 向こうは「連絡します」と言っていても、

忙しくてそれっきり忘れてしまう人が結構多

いので、遠慮しないでこちらからどんどんア

プローチしたほうがいいと思います。 
 それから教材も「教科書はこれを使ってい

ます」と言われたら、ご自分がもし得意でや

りたいのがその中にあるようだったら、「先生、

これをやらせてください」と言ったほうがい

いです。 
 だいたい 3 週間ですよね。たぶん最初の 1
週間はいろいろな先生の授業を見学します。

国語に限らず、ほかの教科の先生の授業も見

てください。いろいろな先生の授業を見るこ
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とができるのは実習生の特権です。いろいろ

学べるところがあると思います。 
 それからホームルームの担当もたぶん決ま

ると思うし、出身校に行かれるのだったら、

クラブ活動の面倒もみるような形になるかも

しれないので、とにかく学校にいる時間は自

分の五感を全開にして積極的に見てください。

観察することでいろいろ学べることがきっと

あると思います。 
 教材が決まったら実習が始まるまでの間に、

教材研究は思いっきりやってください。現場

に入ってしまったら本を読んでいる暇はない

かもしれません。だから、実習が始まるまで

の間に、その教材に関する専門の論文を読ん

だり指導書を調べたり、できることはみんな

やってください。 
 きょう私は指導案の書き方なんて全然準備

してきませんでした。ごめんなさい。皆さん、

授業でやっていますか。では、大丈夫ですよ

ね。正直言って、指導案が書けたからといっ

て、それで授業がうまくいくかといったら、

関係ない。関係ないと言ったら言い過ぎだけ

れども、指導案のとおりにいかないのが授業

ですから。指導案はあくまでひとつの目安で

あって、もちろん骨格を思い描いて、こうい

うイメージで授業をするんだというのは準備

としては必要だけれども、それがうまく書け

たからといって、授業がうまくいくわけでは

ありません。 
 東京都の場合は、指導案のひな型があるん

です。枠が決まっているんです。新採の先生

に研究授業の指導などをすることがあって見

せてもらったりするのですが、東京都の場合

はその枠の中を埋めていけばできてしまうよ

うな、ワークシートみたいな感じの指導案で

す。問題は自分が何を生徒たちに伝えたいか

をはっきりさせることだから、指導案は学校

の授業で教わったとおりに書ければいいので

はないでしょうか。 
 

（２）周りをよく観察して 

 
 まず、五感を全開にして、まわりをよく観

察してください。私は高校一筋できたので中

学校はまったく知らないのですが、中学校の

ほうが親も生徒も大変だと思います。ですの

で、のっけからこういうことを言ってはなん

ですが、将来自分はこの場で労働者として働

けるかということも考えながらやってみてく

ださい。 
 過酷な部分もあるから、なかには心が折れ

てしまう人もいるので、実習期間で無理だと

思ったら、別の可能性を探るのもありだと私

は思います。私のまわりでも新採の方が辞め

てしまうといったことがありました。 
 私が新採になった 35 年前は、新採は最初

は教育困難校か島しょに赴任したんです。私

の場合、最初は夜間の定時制高校だったので

すが、その頃は校内暴力の嵐が吹き荒れてい

て、工業高校で大量の中途退学者を出して社

会問題になったりした頃なんです。トイレの

ドアがろくについていないような荒れた定時

制高校が最初で、カルチャーショックが大き

かったのですが、そういうことで辞めてしま

う新採の方も結構いたらしいです。それで東

京都教育委員会は、最近は、新採の人を 2 人、

3 人と複数で送り込んでくるんです。 
 うちの学校も新採が多い職場で、毎年 2 人

は一緒に来るんです。そうすると、ひとりだ

となかなか悩みも言えないけれど、同期だか

ら、結構励まし合ってやっていけるんです。

それで定着率を上げる工夫をしているのだと

思います。 
 ここ数年、東京都で見た感じでいうと、四

年制大学を卒業してすぐ教壇に立っている人

を私はほとんど知りません。時間講師や産

休・育休代替を経験したあとで専任の試験に

受かって来たり、あるいは民間企業で数年間

まったく違う仕事をやってきて、どうしても

教師になりたくて試験を受け直して入ってき
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たという方が多いです。 
 今の若い方は優秀な方が多いです。生徒の

対応の仕方もそつがないし、パソコンはもち

ろん私なんかよりよっぽどできる。私はもっ

ぱらパソコンは若い人に教わっています。だ

から、皆さんも、このまま現役で教員採用試

験に受かって、すぐ教壇に立てるというよう

にはいかないかもしれないけれども、そうや

って頑張っている人も多いので、ぜひ努力は

続けてほしいと思います。 
 
（３）靴や服装について 

 
 それから実際の授業をするにあたって、皆

さん靴はどんなものを履いていきますか。女

性の方はスニーカーなどですね。教育実習に

来たら、どんな靴を履くのがいいと思います

か。下手すると 1 日 5 時間立ちっぱなしです

から、それに耐えられる格好を考えてくださ

い。もちろん連続ではないけれども、1 コマ

50 分の授業で、時間が詰まっていたらそのく

らいになります。だから、ハイヒールはやめ

たほうがいいです。おしゃれでプライベート

で履くのはオーケーだと思いますが、現場で

疲れない服装と靴を選んでくださいね。 
 学校によっては服装指導が厳しくて、茶髪

なんてとんでもないとか、ピアス、化粧は絶

対だめとか、あります。うちの学校は何回か

注意して直らないと強制的に下校させ、「直し

てこい」と指導するのです。 
 学校の先生というのは、私も本心を言うと、

服装なんて個人の自由だから、いちいち細か

いことは言いたくないのですが、髪の毛を染

めたり化粧が濃くなってしまうと、学校がめ

ちゃめちゃになってしまうという恐怖感をも

っている人が結構多いんです。特に生活指導

を長年やっている方などはそうで、ものすご

く厳しくしようとする。 
 ということは、女の先生でも髪の毛を染め

ていたりピアスをしたり化粧が濃かったりす

るのは、学校によっては「えっ」と思われる

かもしれない。私はあまり気にしないのです

が、むしろ今は若い先生の中に自主規制して

しまう人が多いので、ちょっとびっくりしま

す。 
 学校によっては、ピンクのシャツを着てい

ったら校長から注意されたところもあるとう

わさでは聞いているのですが、私は別にスー

ツ、ネクタイで行けとは言わない。だけど、

それなりの服装というのがあるじゃないです

か。うちの学校は、パーカーはだめだと言っ

ているんです。だらしなく見えるからですか

ね。学生服をちゃんと着て来いと。カーディ

ガンも色が決まっているんです。 
 だから、多くの人は出身校だから気心が知

れていて分かると思うけれども、校則を見せ

てもらって、それにあまり外れた格好をした

りするのはよくないかもしれない。迷ったら、

担当の先生に相談してください。髪の毛、化

粧、ピアスはそんな感じです。そして疲れな

いものを選ぶ。履き物は、うちの学校は男性

の方はスニーカーを履いている人が多いです

ね。だめなのは、スリッパやつっかけです。

なぜかというと、何かあったときに走れない

じゃない。 
 学校って、何かあるかもしれないんですよ、

普段は平穏無事でも。いつ大きい地震が来る

かも分からないし、事故、事件、不審者が急

に入り込んでくるということも、ないとは言

えない。 
 そんなときにハイヒールだったり、学校で

借りたスリッパを履いていたりしたら、動け

ないです。 
 
（４）授業規律について 

 
 では、どんな授業が理想かというと、皆さ

んが今まで受けた授業でいちばんよかったと

思う授業を、どういうところがよかったのか

一生懸命思い出して、それを再現するように
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するのがいいと思います。 
 私が受けた授業でよかったなと思うのは、

先生の語り口に魅力があって、本を読むって、

小説を読むって、こんなに面白いんだ、こう

いう考え方があるんだと、そういう発見がで

きる授業がとても面白かったです。私は一生

懸命それを目指してやっているつもりですが、

うまくいくときもあるし、いかないときもあ

ります。 
 楽しくて、時間がたつのが早く、気がつい

たらチャイムが鳴っていたなんて、最高です

ね。今までいろいろな実践記録が出ているの

で、そういうのをお読みになるのもいいと思

います。 
 もう少し具体的に考えてみましょう。まず

最初に「学習規律」です。さすがだなと思っ

たのですが、私が入ってくるまでは飲み物を

飲んでいた方も、サッと片付けたり、ふたを

したりしましたよね。 
 私は自分が授業を持っていて、いちばんや

りにくいなと思うのは体育の後の授業です。

みんな疲れてしまっていて、一生懸命やれば

当然疲れますよね。皆さん実習があるのは 6
月くらいでしょう。暑いでしょう。そうする

と、飲んでいるわけです。そして脱いでいる

わけ（笑）。 
 おまけに今の子はおしゃれだから、整髪料

やスプレーみたいなもので教室の中ににおい

が充満している。若いにおい、スプレーのに

おい、飲み物のにおいが混ぜこぜになってい

て、ウッと思うようなところに入っていって、

そして始めるとクタッとなってしまうので、

とてもやりにくいんです。 
 私は、注意は最初にまとめてするんです。

はい、飲み物しまって。はい、食べるのをや

めて。もう休み時間は終わったんだから。は

い、教科書、ノートを出して。はい、携帯は

電源を切って、かばんにしまって。それだけ

一気に言って、あとは注意しない。 
 よほど目に余るようだったら、スーッとそ

ばに行って、「ほらほら、携帯しまって」とや

りますが、学校によってルールが違います。

前の学校は、携帯持ち込み禁止の学校だった

んです。これは大変で、見つけたらいちいち

取り上げないといけない。だって、見過ごせ

ないじゃないですか。みんな持ってきてやり

たいんだから。それを生徒は「取られた」と

言うんですが、「何でおれが取られて、あいつ

のは取らないんだ」となっちゃうんですよね。

すごくいやな雰囲気になるでしょう。 
 前の学校は、そういうことがあるから、生

徒会が運動して、「携帯は持ってきてもいい。

ただし、使えるのは昼休みと放課後だけ」と

いうルールをつくったんです。それでわれわ

れのストレスはぐっと減りました。休み時間

にやっていても取り上げなくてよくなった。 
 でも、今の学校はそういうルールがなくて、

みんな持ってきて見放題なんです。ちょっと

この意味、調べてみようかというと、携帯を

取り出したりするので、それはやめてねと、

そういう感じでやっているのです。 
 学校に行ったら生活指導のルールは見てお

いたほうがいいですよ。自分がどんな指導を

しなければいけないのか。実習生でも先生だ

から。正直言って、私は生徒の携帯は触りた

くないです。トラブルになるので。 
 あともうひとつ、教師というのはその授業

を仕切る責任があるんです。だから、リーダ

ーシップをとるというのが授業での教師の役

割だと思います。自分がリーダーになって、

この時間は自分の責任でやるんだという心構

えでやってください。 
 
（５）立ち位置や声について 

 
 教室での立ち位置ですが、全体に向けてし

ゃべっているときは、この位置に立つと皆さ

んの顔がだいたい見えるので、前の真ん中で

すよね。板書したときは、板書が皆さんから

見えるように適宜ずれて、生徒を指名したと
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きは、あてた生徒の対角線上に立つ。生徒が

発表しているときは、後ろに行って、後ろか

ら見るように動きます。 
 皆さん、授業をはじめてやった時、いちば

んよくないのは教壇にしがみついたまま、そ

こから離れないで終わってしまうこと。最初、

慣れないうちはしょうがないと思うのですが、

しがみついてしゃべりっぱなしで終わるのは、

生徒も退屈するので、気をつけてください。 
 それから板書のやり方は勉強されましたか。

板書の練習はしましたか。板書については、

実際にやってみないと分からない。だから、

ここでいくらいろいろ言っても畳の上の水練

で、実際にやってみないと分からないことが

多いです。また経験してから振り返ってみて

ください。 
 それから話し方。緊張していると、すごく

早口になってしまいます。だから、ゆっくり

しゃべるように気をつけてください。 
 ここに来る前に、学生さんにこういう話を

しなければならないんだけれども、どういう

ことに注意したらいいでしょうかと、友人や

先輩に相談したんですね。すると、私はもと

もと地声が低いんだけれども、年を取ってく

るともっと声が低くなるので、暗くて冷たい

感じになってしまうから、なるべく高いトー

ンで明るくしゃべったら、と言われました。

持って生まれた声の質があって、私なんかう

らやましいなと思うのは、別にたいして努力

しなくても、高くてきれいな声をもっている

方は、張り上げなくても後ろまで届く。だけ

ど、私みたいに低くて、そんなに澄んでいな

い声だと、ものすごく意識してしゃべらない

と通らない。それで下手すると、張り上げす

ぎてのどをやられてしまうんです。 
 そうしないためにはどうしたらいいかとい

うと、腹式呼吸です。ここ（咽）から出すの

ではなくて、おなかから出す。慣れるまでは

結構時間がかかります。ここで絞って出すと、

とてもつらいです。 

 生徒がうるさかったりすると、どんどん声

を張り上げないと届かないで焦ってしまうの

ね。そうすると疲れる。怒鳴っても、そのと

きは生徒はビクっとなるけれども、またすぐ

元の木阿弥なので、逆に注意を集めようと思

ったら、だんだん声のトーンを落としてみる

とか、指示を出すときはわざと語尾を弱く言

うとか、いろいろ工夫してやってみてくださ

い。 
 「やりなさい！」と言うと、上から目線に

感じて逆に反発されてたりもします。話し方

もいろいろ工夫し、またいろいろな先生のい

ろいろなやり方を見てください。 
 なるべくなら、怒鳴りたくないんですよね。

教師って感情労働だから、このようにしたい

なと思って、相手がそのとおりに動いてくれ

ないとけっこうイライラするんです。「うるさ

いぞ、静かにしろ」と言ってしまうのは最低

だなと思うから、そのようには言わないで、

怒るのではなくて叱るという気持ちでできた

らいいですよね。 
 それから机間巡視ですが、作業をやらせて

いて、「分からないことあったら聞いてね」と

言って回っていると、「先生」と聞いてくる場

合がある。そうするとコツとしては、そのや

りとりは 1 分以内で終わらせる。それで収め

て、全体に返せることは全体に言う。それも

ひとつのテクニックです。ひとりの子にあま

り長いことかかわっていると、まわりがワイ

ワイしてくる。 
 それから殺し文句を用意する。私が今いる

学校では生徒に家庭学習の習慣はない。それ

から漢字を書くのが苦手という子も多いので、

私が今使っている殺し文句というか決まった

フレーズは、ひとつは「感想を書いて」と言

ったときに、量より質ではなくて、「私のは質

より量だからね」と言っているんです。 
 罫線が 8 行あったら、「5 行以上書いてね」

と具体的に言う。「できるだけいっぱい書いて

ね。私は質より量で評価するから」と盛んに
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言います。そうすると真面目な子は一生懸命

書いてくれます。 
 
（６）授業で生徒が自由に発言できる

雰囲気を 

 
 それからもう一つは、今の子どもたちはい

じめられている経験って、壮絶なものがある

んですね。いじめたり、いじめられたり、あ

るいは傍観者だったりという経験を生々しく

してきている生徒が多い。 
 私の高校ではそういう雰囲気はないのだけ

れども、それで傷ついている子が多いのかな

と思うときがあります。どういうことかとい

うと、こうやって一人ひとり聞いていくじゃ

ないですか。そうすると言わないんだよね。

黙っちゃうの。今まで隣近所としゃべってい

た子でも、「○○さん、どう思う？」と言うと、

貝になっちゃうんです。もう 1 回聞くと、死

にそうな声で「分かりません」という反応が

返ってくるんですね。 
 私の今までの授業の進め方というのは、自

分で質問を用意していて、次々に畳み掛けて

聞いていくというやり方だったんです。反応

があれば、それを受けてキャッチボールをし

て、授業を進めていくというやり方を長年や

ってきたんです。ところが、ここ数年、特に

今の学校に移ってからもう 3 年目ですが、そ

の答えが返ってこない。 
 困ったな、これは何なんだろうとちょっと

悩みました。生徒は間違った答えを言って私

に訂正されたり、ほかの子に違っているじゃ

ないかという目で見られるのがすごくいやみ

たいです。それで今まで結構傷ついてきたん

じゃないかと思うのです。 
 それで、わりと明るくて目立ちたがりやの

子がいるクラスでは、私が何か言うと少し反

応してくれるので、すかさず、「私の授業は言

ったもん勝ちだから、何か言ってくれたら、

それをすごく評価するから」と進める。少し

ずれていても、トンチンカンなことを言って

も「今の、いいじゃない」と、それにすぐ乗

っかって反応してくれるように、一生懸命雰

囲気づくりをしているところです。うるさい

クラス、私語の多いクラスも授業をやりにく

いのだけれども、もっとやりにくいのは反応

のないクラスです。何か言っても沼のように

シーンとして、何か投げても底に沈んだまま

浮かび上がってこない、そういうクラスがい

ちばんやりにくい。トンチンカンな反応でも、

何か言ってくれたほうがいい。 
 生徒も失敗したり、間違った答えを言って

恥をかくのがすごくいやで、「そこは違う」み

たいな言い方をされたらプライドが傷つくか

ら、そのへんを大事にして授業を進めたいと

思っています。 
 皆さん自身も、失敗するのは当たり前だか

ら、失敗を恐れないで、むしろ失敗してしま

ったら、失敗したことをこれからどうやって

生かすのかということで、前向きに考えてく

ださい。立ち往生してしまったら、生徒が教

えてくれるから。先生、そこは何とかだとか

言ってくれるから。生徒って結構やさしいで

すよ。 
 まずいのは、間違ってしまったと思ってい

て、生徒に言われたのに、「それはそうも言う

から」とごまかすのがいちばんまずいですよ

ね。そういうことをやっていると信頼を失っ

ちゃいます。 
 私も国語の先生なのに漢字を間違って書い

たりしたことが何回かあって、今思い出すと

顔から火が出るほど恥ずかしいとか、穴を掘

って入りたいくらいの経験もありましたが、

「間違えた。ごめんね、今度から気をつける

から」と言えば、生徒はフーンという感じで

許してくれるし、そういうところは率直に言

えば大丈夫だと思います。ごまかしたり無視

したり、そういうのはよろしくないですよね。 
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（７）生徒の思いやプライドを大事に

する 

 
 それから、生徒の問いを大切にするという

ことです。つまらないことでも聞いてきたら

誠実に答えるのがポイントです。皆さんが、

自分の学んできたことを吐き出すので精いっ

ぱいで、ゆとりがないと生徒の反応を拾うの

は難しいかもしれないのですが、お勧めは生

徒に書かせることです。 
 あまりいっぱいだと生徒も負担に感じてし

まうだろうから、教材を最初にザッと読んだ

ら、「感想を書いて」といって、A6 の半分か

B4 の 4 分の 1 くらいの紙でいいと思います。

縦書きでも横書きでも書き方を指定して、「自

由に感想を書いて」と言うと、けっこう書い

てくれます。 
 私がよくやるのは、小さい紙を用意して感

想を書いてもらって、いいのはみんなに紹介

する。ただ先ほども言ったように、誰さんの

がいいとか、名前を言われるのはすごくいや

がる子が多い。でも、こっちは名前が分かっ

ていないと困るので、裏に名前を書いてもら

って、表をつぎはぎしてコピーして、「ほかの

人はこう書いているんだよ」と配ってあげる

と、それは結構読みます。そうやって返して

あげるといい。 
 それから先ほど、教材分析は思う存分やっ

てくださいと言ったのだけれども、それを全

部しゃべろうとしないでね。それは自分の中

に大事にしまって温めておいて、いつか花開

くときもあるから、授業ではその 10 分の 1
くらいしゃべれれば充分です。しゃべり過ぎ

ない。生徒に答えさせる、考えさせる、そっ

ちの工夫をすることのほうが大事だと思いま

す。 
 それから生徒を集団としてとらえると言っ

たのですが、授業が終わったあとには、ああ

だこうだ聞いてきたりするのに、授業中は何

も言わないとか、結構いるんです。それは集

団の中の力関係が働いていて、みんなが見て

いるところでは発言できないとか、そういう

のがあるんです。 
 いま 3 年生のクラスを持っているのですが、

そのクラスの雰囲気ということで言うと、そ

のクラスは私が誰かあてて違った答えを言っ

たりすると、ほかの子がすかさず「おまえ、

バカ」「死ね」とか、それで死ねと言われた子

が「てめえ、ぶっ殺すぞ」と言ったりするク

ラスだったの。 
 これはまずいなと思って、「日本というのは

言霊の幸（さきわ）ふ国といって、言葉に魂

がこもっているんだから、バカとか死ねとか

殺すなんて言ったら、本当にそうなってしま

う。あなたは友達を本当にそうしたいと思っ

ているの。思っていないでしょう。だったら

言わないで。」と最初に言いました。そうした

らその次からは少なくなりましたね。 
 そういうのはクラスの雰囲気を左右する重

大な場面だと思うから、そこはやめようと真

面目に言いました。ほかの子は聞いていて絶

対にいやだと思っているから、その子たちだ

けのやりとりじゃないから、そういう雰囲気

づくり。学習規律も大事だけれども、ほかの

子の発言をバカにするようなことはやめよう

と言うことは大事だと思います。そこは教師

がリーダーシップを取る必要があります。 
 
（８）大事なことは何かを自分で考える 

 
 もうひとつ、今年新採の先生が「先生、こ

れ、どういうことでしょうか」とメモを持っ

てきて私に聞くんです。メモになんて書いて

あったかというと、彼は 1 年生のクラスの副

担任なんですが、担任が出張で出かけたので、

帰りのショートホームルームと掃除の指導を

頼むというメモだったんですね。その中に、

「掃除は何班にやらせてください。ごみ捨て

はジャンケンで勝った生徒にやらせてくださ

い」と書いてあったんです。 
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 彼はそれを見て、「先生、これはどういうこ

とでしょうか」と困った顔をして私に言うか

ら、私は彼が何に困っているか、とっさに理

解できなかったんですよ。彼は何に困ってい

たと思いますか。彼の次の発言で、私はやっ

と分かったのね。「先生、今の生徒って、ごみ

捨て、喜んでやるんですか」と聞くから、こ

れは担任の遊び心で、ジャンケンをやって、

負けた子がマイナスのイメージで嫌い、汚い、

やだと思ってやるのでなく、勝った子にあえ

てやらせて楽しくやろうと言っているんじゃ

ないのと言ったら、そうなんですかって。 
 でも彼自身、ごみ捨てって罰ゲームだと思

っている。だから、そんなことで言うことを

聞いてくれるのだろうかと不安に思ったみた

いで、担任の先生は遊び心でこう言っている

んだと私は思うけれども、先生が心配だった

ら先生のルールでやればいい。要は、ごみが

捨ててある状態にしてくれと言っているだけ

なんだから、ごみはジャンケンで勝った子が

やろうが、負けた子がやろうが、そんなのは

構わないと。 
 そのあと「どうなった？」と聞いたら、そ

のクラスは普段から勝った子がごみを捨てに

行くという独自のルールが出来上がっていた

らしくて、「ジャンケンして勝った子がごみを

捨てるんだよと」言ったら、すんなりと「勝

っちゃった」と言って持っていってくれたと

言っていました。そういう遊び心も大事だと

思います。「先生、○○がさぼりました」なん

ていちいちチクりに来るようなクラスって、

いやですよね。 
 
（９）国語の授業──文学的な香りを 

 
 国語の授業の工夫という点では、私は授業

の最初にみんなに文学的な香りを少しかいで

もらいたいというつもりで、短歌や俳句を紹

介しているんです。「茶髪批判しといて白髪染

めている」というのは、学校の先生が詠んだ

川柳ではないかと思うのですが、とてもグサ

ッときたので生徒に紹介したら、これは結構

受けました。 
 最初に書いてあるほうは、今週の朝日歌壇

に載ったものなので、まだ生徒には紹介して

いないのですが、ちょうどきょうこの話をす

るというので、まるで皆さんのことを詠って

いるみたいだなと思ったので、載せました。

「教壇に立って愕然 私たちの居眠り、内職、

丸見えでしたね」愕然のあとがひとマス空い

ているんですね。愕然とした感じがよく出て

いると思います。これは今度、皆さん経験す

ると思います（笑）。 
 最後に、こんなとき、どうしますかという

のを私から皆さんに聞いてみたいと思って、

問題を 3 つ用意しました。ちょっと考えてく

ださい。隣近所の方と相談していただいて結

構です。 
 ひとつめ。一生懸命授業をやりました、説

明しました。そうしたら説明している途中で

生徒が突然、話の腰を折るかのように「先生、

それ、試験に出るの？」と聞きました。何と

答えますか。相談して考えてください。 
 実際の現場ではこんなに考えている余裕は

なくて、パーンと投げられたらパーンと打ち

返さないといけないんですよね。何とお答え

になりますか。 
「出ないと言ったら、どうするの？」と逆に

聞き返す。 

 「じゃあ、出ないんだ」と言われたら？ 出

さないんだと言われたら？ 
それで引いちゃう。 

 結構生徒はこだわるのよね。そこはこだわ

る。「出るか出ないか、それだけ言って」とか

（笑）、そんなふうに迫られたりするのよね。

いかがですか。 
出ないけれども、すごく大事なことだよって。 

 なるほど。ほかに、こういう答えはどうだ

という人はいますか。 
 私はそのときに何と言ったかと言うと、「あ
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あ、そうか。いいところに気がついてくれた

ね。考えていなかったけれども、検討するわ」

と言っちゃったんです（笑）。そしたら、「お

まえ、よけいなことを言いやがって」という

雰囲気になりましたね。 
 皆さんは実習生だから、「僕が問題を作るの

ではないから、担当の先生と相談して、こう

いう貴重な質問があったということを伝えて

おきます」とか言えばいいんじゃないですか。

だから、言われたら、瞬間的に打ち返すの。

瞬発力が大事。 
 それから悪口を言われても、スコーンと打

ち返すのが大事。このあいだ、私のこと、「バ

バア」と言ったんだよ。「ん、うん？」と思っ

て、ババアって差別語だからね。それで「懐

かしいね。私も若い頃はよくババアと言われ

たんだよね。でも、ババアにババアと言った

って悪口にならないんだよね」と言ったら、

シーンとなっちゃいました（笑）。そうしたら

その子もなかなかたいしたやつで、「じゃあ、

クソババア」と言ったんです。「あなたは語彙

が豊富ね」と褒めておきました（笑）。 
 ふたつめ、一生懸命授業をやって、指導案

どおりに授業が進みました。きょう言うべき

こと、みんな言っちゃいました。板書も完璧。

気が付いたら、5 分時間が余っています。ど

うしますか。聞いてみましょう。 
自分が生徒だったときは、あと 5 分のときに

次の予習とか詰め込まれるといやだったなと

思う。 

 生徒からの要望だと、次に進まれるのはい

やです。いかがでしょうか。 
宿題の指示。 

 連絡事項。生徒の立場だったら、次に進ま

れるのはいやですねと言ってくれた方がいま

す。それから宿題などの連絡事項の時間にす

る。あとはどうですか。 
その作品について、ここが面白いよねという

話をする。 

 なるほど。自分の思いを語る。いいですね。

ほかはどうですか。 
 これはいろいろな場合がありますよね。正

解はひとつではないから、きょうはみんなが

協力してくれたから 5 分早く終わったよ。じ

ゃあ、これで終わりにするかな。でも、隣は

まだ授業をやっているから、静かにしていて

ね。ベルが鳴るまで、教室の外に出ないでね

と、自分だけそっと消えるとか（笑）。それは

実習生はなかなかできないと思いますが。 
 それから先ほど、感想を書いてもらうとい

いよねと言いましたね。そのための小さい紙

をいつも自分で持っているの。それでもし時

間が余ってしまったら、最後の 5 分で配って、

「きょうの授業の感想を書いて」。 
 それから作品についての思いを語るという

のもあるし、いろいろできますよね。だから、

うわーっ、5 分余っちゃった、どうしようと、

パニックに陥らないでください。何とでもな

りますから。もう一回、作品を最初から読む

というのもあるしね。復習だよと言って、朗々

と読んで聞かせてあげてもいいんじゃないで

すか。 
 もちろん予定通り、チャイムが鳴るのとぴ

ったりで終わるのが理想的かもしれないけれ

ども、そんなふうにいかないから、臨機応変

に対応できればいい。臨機応変というと、す

ごく立派な四字熟語ですが、行き当たりばっ

たりで何とかなると思います。行き当たりば

ったりで何とかなるくらいの力をつけておけ

ばいい。教材について十分研究しておくとか、

それが自信につながるから。 
 最後です。生徒ともそこそこ仲良くできま

した。いよいよ教育実習は終わりです。生徒

が寄ってきて、「先生、携帯の番号教えて」。

どうする？ 相談して。 
 では、聞いてみます。どうしますか。 

携帯の番号、教えてはいけないことになって

いると断ります。 

「事務所通して」ってギャグで（笑）。 

 いかがでしょうか。どういう話になってい
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ますか。 
冗談で返す。 

 どんな冗談？ 
僕、携帯持ってないんだ。 

 なるほど。 
 雰囲気的に、そのまま教えてしまう人はい

ないみたいだよね。それはさすがにいないよ

ね。それがいいと思います。 
 でも、「教えない」といきなり言うと角が立

つから、「学校を通して連絡して」。指導教官

の先生の名前を言って、その先生を通して連

絡をしてくれればいいから。あるいは冗談で

返す。「おれ、携帯持ってないから」。 
 実は私も聞かれて、「私、携帯持ってないか

ら」というと、ウソだろうと言われるんです

ね。要するに先生は教えたくないから、そう

いうウソをつくんだといわれるんだけれども、

本当に持っていないんです。「えっ、今どき？」

と言われて、連絡はどうするのというから、

家に固定電話があるから留守電に入れておい

てもらえば、ちょっと反応は遅れるかもしれ

ないけれども、それで連絡がつくからという

と、フーンで終わりですね。 
 私は自分が携帯を持っていないくらいだか

ら、そういう方面はまったく暗いのですが、

写メで撮ってブログで流すとか、今いろいろ

あるじゃないですか。あれも気をつけたほう

がいいです。どのように名前を使われて個人

情報が流れてしまうか分からないので、それ

なりの自分の個人情報に関する管理は気をつ

けてください。 
 東京都の教育委員会はそういうのをチェッ

クしています。例えば本校の生徒が未成年で

居酒屋で飲酒したということを、その子がつ

いツイッターか何かで流したりすると、「これ、

おたくの生徒ではないですか」とチェックが

来るんですよ。私はそっちのほうがよほど不

気味だと思うのですが。そうすると指導せざ

るを得ないのでね。しかし、私はそれもどう

かと思うんです。学校の管理下でない時間帯

に生徒がやったことについて、そこまで学校

が指導しなければいけないのかと疑問に思う

のですが、とにかくそういうふうに見られて

いるんです。 
 だから、携帯の番号だとかそういうのは気

をつけたほうがいいです。 
 皆さんの不安を和らげたかどうか、はなは

だ心もとないのですが、文章を読むのが好き

で、その面白さを伝えるのが楽しくて、人間

を見るのが好きだというのであれば、この仕

事は務まると思うので、教育実習は疲れるか

もしれないですが、ご健闘を祈ります。頑張

ってください。終わります。（拍手） 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 848.693]
>> setpagedevice


